
美岡だより 第５８号 公開質問状に回答します。 令和２年１２月
岡山県・美咲町

質問①： 令和２年２月１０日（月）美作県民局建設部美作岡山間道路建設班、令和２年３月

１６日（月）本庁道路建設課に下記の要望を行ったが、未だ、回答がない。回答が遅

れている理由及び、回答の予定時期はいつか。

（要望事項）

飯岡地区において、当初岡山県が計画していた第１ルートから第４ルートの各事

業費の積算根拠を公開願う。

回答①： 第１ルートから第４ルートの各事業費の積算根拠については、令和２年３月１９日に

郵送により回答しています。

また、令和２年７月２７日に勝英地域事務所において、高規格道路をみんなで考える

会４名に対して内容説明も行っております。

質問③： 私たちは、美作岡山道路建設に関わる公文書の公開を求めて岡山県と訴訟中です

が、その公開文書の中から「ルート選定に関わる内容」について質問する。

吉井IC～柵原IC間では、「集落を避けたルートであり同意が得やすい」と評価し、

周匝集落を回避している。

柵原IC～湯郷温泉IC間では「英田町の町中を通ること・・・から協力が得にくい」

と評価し、福本集落を回避している。

このように、他の地区では、集落を回避したルートを選定しているが、なぜ飯岡地

区だけ集落を回避するという選択がされなかったのか、理由は何か。

回答②： 美作・岡山道路整備促進期成会総会においての美咲町長の発言は、計画に合意いただ

いていない方とも協議を重ね、町としても全員の合意が得られるよう努めていくとの意

図で発言されていると考えています。県は、美咲町や地元自治会からの建設促進の要望

などを踏まえて事業を進めており、引き続き、適宜説明会を開催したり美岡だよりを配

布するなど住民の方々にご理解いただけるよう丁寧な対応に努めてまいります。

質問②： 美咲町長が「住民合意はできていない」旨を美作・岡山道路整備促進期成会の総会

においても美咲町議会でも述べ、岡山県も美岡だより５２号でその発言を追認してい

るにもかかわらず、岡山県は住民合意がとれていると強弁して推進しているが、これ

は極めて不適切な行政行為だと考える。適切であるという理由は何か。

平素より美作岡山道路の建設推進にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

本号では、令和２年７月１４日付けであった「高規格道路をみんなで考える会」からの公開質

問状に対して回答します。今後ともご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いします。

回答③： ご質問の「集落を避けたルートであり同意が得やすい」、「英田町の町中を通るこ

と・・・から協力が得にくい」との記述については、公開文書内にあるルート選定比較

表の考察の一部を抜粋されていると思われますが、いずれのルート案においても、集落

を完全に回避できている案はありません。

吉井IC～柵原IC間、柵原IC～湯郷温泉IC間のルートについては、住環境へ与える影響

など地域性の観点だけでなく、経済性、走行性、施工性などを総合的に勘案し選定して

おり、飯岡地区においても、他の地区と同様の考え方で選定しております。

なお、飯岡地区については、道路が吉井川をまたぐことから、河川への影響も加えて

検討しています。



※


